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ティ j が~~し、として個人では敬遠されがちだが、研究会で進めれば責任と「保護j を共に得るこ
とができる。学会ではやりにくい領域をカバーし、学校経営研究とその教育のためのカンフル剤
プラス αとして、本研究会があることを期待したい。
大塚学校経営研究会の主体として
筑波大学大学院安藤知子
私が大塚学校経営研究会に初めて参加したのは、 1990年の春季合宿である。以来右も左もわか
らないままに月例研究会と合宿研究会には殆ど無欠席で通してきた。その時十こ、この研究会の性
格付けに関する議論を末席で耳にしたり、私が参加する以前の時代の大塚の話を関かされたりも
してきている。とはいえ、私と研究会との付き合いはたったの 5年間である。実は、まだこの研
究会が何者であるのか、私にはよく分かっていない。
正直なところ私にとってこの研究会は、始めは完全に指導や助言や、あるいは自分の研究への
ヒントを期待する場であった。というのも、先輩諸氏の研究への取り組み方法や問題意識の構成、
合宿研究会での課題研究やシンポジウムの議論等、十分な時間をとっての研究発表は他にない中
身の濃いものである。そして、当然、自分の研究発表にも容赦ない厳しい意見や叱時激励が怒濡の
ように寄せられる。そんな研究会であるから、毎回様々な形で自分の問題意識に刺激が得られ、
私にとってはきわめて有効なものである。
しかし、最近ではただ指導を期待するだけではすまなくなってきた。自らも研究会の主体であ
るのだという事実が切々と迫ってきている。私が初めて大塚に参加した演からすでに言われてい
たことと思うが、むしろこの会の在り様としては、続生が中心になって内容を作り、ことを進め
ていくものであるべきだという意見が大方であるらしい。せっかく自由な研究会なのだから、
もっと院生が主体的に自分たちの関きたいことをテーマとして主張するとか、院生の側からこれ
までの学校経営学に問題提起をするとか、そういった若い世代の活力が求められていると。院生
が往々にしてこの研究会の趣旨をよくわからないままに参加している現状では、「せっかく自由
な研究会なのだからj と思えるようになるまでに多少時間がかかるという点を差しヲハ、て考える
必要があるのではなし、かという気もするが、個人的にはこれは耳の痛い話である。主体的な研究
会との関わりという意味では、それなりに要望も出しつつ、自己主張もしつつ関わっている。し
かし、院生それぞれの主体的関わりだけでなく、「若い世代Jとしての意見形成と研究会への関与
を求められているとすれば、それは、重い課題として意識していかなければならないことだと
思っている。
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